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  かんたん夏野菜づくりイベントの現状報告 

教育学部大久保農場で行われている「かんたん夏野菜づく

り」は，順調に参加者が増えてきました。定員にまだ余裕があ

りますので，興味のある方はお気軽にご連絡ください。学生支

援のカンパも引き続き受け付けます。 

いまはキュウリの収穫が最盛期を迎え，毎日 20 本ほど採れ

ています。恵みの雨が毎日降るお陰で，水やりの手間がかから

ず助かっています。ナスとピーマンも収穫が始まり，トマトは

ようやく赤く色づいてきました。キュウリは７月下旬で終わり

ますが，トマト，ナス，ピーマンはこれからが本番です。農場

ののどかな雰囲気を満喫しながら，美味しい夏野菜を収穫して

ください。坂井学長もイベントを楽しんでおられます。 

UNION PRESS 
埼玉大学 

教職員組合 

夏野菜イベントカンパ金を含む 10 万円を埼玉大学修学サポート基金に寄付  

 教職員組合は、新型コロナウイルスの感染の広がりにより、様々に影響を被って困窮している学生を支

援するための「埼玉大学修学サポート基金」に 10 万円を寄付いたしました（7 月 7 日付）。 

「エッ、組合が？ なんでまた？」と思われる方々もいるかもしれません。たしかに、組合の存在理由

は、何よりも組合員の「雇用と暮らし」を守ることにあります。けれども、雇用や暮らしを守ることは、

働きやすくて、知的で活気に満ちた職場を維持・発展することであり、要するに「大学をより良くするこ

と」に他なりません。そして、学生は大学を構成する不可欠のメンバーなのです。困っているときは、組

合も学生を助ける活動に参加するのは「至極当然」と考えたわけです。 

 もっとも、具体的にどのくらいの金額を寄付すべきかに関しては、執行委員会でかなり真剣に議論致

しました。ちょっと前までの「はやり言葉」を用いれば「どのくらいが組合の『身の丈に合っているか』」

という問題です（笑）。この点について御報告申し上げるべきことは、今年は「コロナ禍」により、3 月

に予定されていた組合主催の「退職者送別会」が中止となり、本来執行を予定していた予算が浮いたとい

う事情があります。この金額にカンパを加え、数字を整えた結果、上記金額となったというわけです。 

 組合による寄付は、もちろん今年 1 月の大会で承認された予算の範囲内でありますが、予定されては

いなかったことです。「ちょっとねぇ、カッコつけすぎぃ～！」とか「余計なことしやがって、やりすぎ

だ」、「現代版『ねずみ小僧ジロキチ』みたいに『義賊』のつもりか！」などのご意見をおもちの方も当然

いらっしゃると思います。組合としては、この決定が正しいと真摯に考えておりますが、「異論、反論  

objection」は大歓迎です。ご意見・ご批判をお持ちの方は、どうぞ忌憚なく組合までお寄せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂井学長がイベントに参加されました（7 月 7 日） 



埼玉大学教職員組合 〒338-0825 さいたま市桜区下大久保 255 

組合事務室は第 2生協１F  開室時間：月火水木 12時~17時 

TEL/FAX：048-853-5609  内線：3160 

E-mail：saikyoso@gr.saitama-u.ac.jp  URL：http://kumiai.client.jp 

初めてのパート教職員期末手当支給について 

 本年度よりパート教職員に対する期末手当が支給されることになり、先月いわゆる夏のボーナ

スが出ました。これは本年 4 月より施行された「働き方改革関連法案」により、「同一労働同一

賃金」が原則化されたことに基づくものです。これを受け、本学では昨年度労使間交渉で各種手

当について話し合われ、本年度より扶養手当、住居手当と期末手当が新設・改訂され、19 種の

非常勤教職員を対象に新たに支払われることになりました。その一つ

一つが本学の教育・研究を支える大切な業務を担っているにもかかわ

らず、今まで賃金の条件に差がありました。それが解消されたことは

まずは素直にうれしいことで、評価されることだと思います。 

一方で、パート教職員の非正規雇用による不安定な雇用環境・条件

自体の問題点が解消されたわけではないことには注意が必要です。ま

た、人件費の支出の増加で財政面での不安が指摘されることもあり、これが賃金の抑制等に繋が

るなどはあってはならないことです。ボーナスの支給を歓迎しつつ、引き続き、全ての人が十分

な処遇を受けられる雇用環境のために何をすべきかを、組合でも考えていきたいと思います。 

 

新型コロナウイルス感染症対策の ZOOM 授業。現場からのつぶやき 

新型コロナウイルス感染症対策の ZOOM での授業が始まり、早いもので、前期もあと残すところ数回 

の授業となりました。「はたして Zoom を使って、どんな授業ができるのか？skype とは違うのかな・・・

他の先生方の授業はどんな様子なのだろうか？」等と悩んだり、思ったのは、きっと自分だけではないは

ず！と思い、今回は私の失敗談を色つぶやいてみようと思います。 

１．自宅での収録が深夜か早朝 

授業は、オンデマンド配信とし、授業映像、演習課題、板書案の 3 点セットを各回 webclass に掲示

しています。しかし、我が家には小さい子どもが家にいて、近所は工事中、なんと収録が深夜か早朝でな

いと、自宅ではできない状態です。最近は幼稚園も再開し、雨の日なら昼間でも収録できるようになりま

したが・・・。 

２．ネット回線が切れて、録画やり直し 

オンデマンド配信用のデータを Zoom の録画機能を使って作っています。しかし、ネット回線が不安

定なため、録画の途中でネット回線が切れて、録画が途中で終わってしまうことがあります。収録を分け

ればいいのでしょうが・・・。そんなときは取り直しています。 

３．ミュートでビデオ機能オフのまま、画面に向かって話している 

とある会議で説明する時があったのですが、緊張のあまり、ミュートでビデオ機能オフのまま、画面に

向かって話していました。（傍から見ると、なんと間抜けな！！）画面に映る先生方の様子が不自然で、

「先生いますか？」といわれて「えっ！」となって気が付きました。そのあとは焦ってしまい、ちゃんと

説明できませんでした。皆様は、そんなことありませんか？？ 

 

 

  

 


